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(57)【要約】
【課題】配管クリップをボルト止めしたボルトに緩みが 
生じても配管の脱落を防止することができる配管支持架 
台を提供する。
【解決手段】チャンネル材にて架台本体１を形成する。 
架台本体１のリップ部２に配管クリップ１０の係止端部 
１１を係止する。架台本体１の内側面に脱落防止突起４ 
を突設する。係止端部１１が脱落防止突起４に係止する 
ように構成する。架台本体１の側面を内側に切り起こし 
て脱落防止突起４を形成する。架台本体１は、リップ部 
２内側の長手方向に沿って連続する係止突起３を備える 
。
【選択図】  図１

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全6頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 チ ャ ン ネ ル 材 に て 形 成 さ れ た 架 台 本 体 の リ ッ プ 部 内 側 に 配 管 ク リ ッ プ の 係 止 端 部 を 係 止  
す る 配 管 支 持 用 の 支 持 架 台 で あ っ て 、 架 台 本 体 の 内 側 面 に 脱 落 防 止 突 起 を 突 設 し 、 配 管 ク  
リ ッ プ の 係 止 端 部 が リ ッ プ 部 か ら 外 れ た 際 に 、 係 止 端 部 が 脱 落 防 止 突 起 に 係 止 す る よ う に  
構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 配 管 支 持 架 台 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 脱 落 防 止 突 起 は 、 横 引 き 配 管 を 支 持 す る 前 記 配 管 ク リ ッ プ に 近 接 す る 下 方 に 配 置 し  
た 請 求 項 １ 記 載 の 配 管 支 持 架 台 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 脱 落 防 止 突 起 は 、 前 記 架 台 本 体 の 側 面 を 内 側 に 向 け て 切 り 起 こ し て 形 成 さ れ た 請 求  
項 １ ま た は ２ に 記 載 の 配 管 支 持 架 台 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば ト ン ネ ル の 配 管 支 持 や 橋 梁 の 設 備 照 明 機 器 用 の 配 管 支 持 、 あ る い は 道  
路 の イ ン フ ラ 関 係 の 配 管 支 持 に 好 適 な 配 管 支 持 架 台 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 配 線 工 事 に お い て 、 天 井 面 や 壁 面 に チ ャ ン ネ ル 材 を ア ン カ ー ボ ル ト で 固 定 し 、 こ の チ ャ  
ン ネ ル 材 に 配 管 ク リ ッ プ で 配 管 を 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 に 、 ト ン ネ ル 入 り 口 の 配 管 支 持 や 道 路 の イ ン フ ラ 関 係 の 配 管 支 持 な ど で は 、 常 に 振 動  
が 加 わ る 環 境 の 為 、 施 工 し た 配 管 の 落 下 防 止 対 策 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 横 引 き 配 管 に 使 用 す る 従 来 の 配 管 支 持 金 具 が 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。 こ の  
配 管 支 持 金 具 は 、 チ ャ ン ネ ル 材 の 内 部 に ス ラ イ ド プ レ ー ト を 配 置 し 、 リ ッ プ 部 の 内 側 に 当  
て た ス ラ イ ド プ レ ー ト に リ ッ プ 部 の 外 側 か ら 配 管 ク リ ッ プ を ボ ル ト 止 め す る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 配 管 支 持 金 具 に よ り 、 側 壁 に 近 接 し た 横 引 き 配 管 を 固 定 す る 際 に 、 横 引 き 配 管 を 任  
意 の 高 さ に 固 定 で き る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 横 引 き 配 管 を 施 工 す る 際 に 配 管 等 の 脱 落 を 防 止 す る 従 来 の 工 法 と し て 、 横 引 き 配  
管 を 支 持 す る 配 管 支 持 金 具 の 下 側 に 、 落 下 防 止 具 を 別 途 配 置 し て ボ ル ト 止 め す る 工 法 も あ  
っ た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ６ １ ８ ０ ５ ５ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 配 管 支 持 金 具 は 、 リ ッ プ 部 の 内 側 に ス ラ イ ド プ レ ー ト を 当 て 、 こ の  
ス ラ イ ド プ レ ー ト に 配 管 ク リ ッ プ を ボ ル ト 止 め す る 構 成 で あ る 。 そ の た め 、 配 管 ク リ ッ プ  
を 固 定 し た ボ ル ト に 緩 み が 生 じ る と 固 定 し た 配 管 が 脱 落 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 に 、 ト ン ネ ル 入 り 口 の 配 管 支 持 や 橋 梁 の 設 備 照 明 機 器 用 の 配 管 支 持 、 あ る い は 道 路 の  
イ ン フ ラ 関 係 の 配 管 支 持 は 、 常 に 振 動 が 加 わ る 環 境 の 為 、 配 管 ク リ ッ プ の ボ ル ト に 緩 み が  
生 じ て 配 管 が 脱 落 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 ま た 、 配 管 支 持 金 具 の 下 側 に 落 下 防 止 具 を 別 途 配 置 す る 従 来 の 工 法 で は 、 使 用 す る 部 品  
の 数 や 作 業 工 程 が 増 大 す る 不 都 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 上 述 の 課 題 を 解 消 す べ く 創 出 さ れ た も の で 、 配 管 ク リ ッ プ を ボ ル ト 止 め  
し た ボ ル ト に 緩 み が 生 じ て も 配 管 ク リ ッ プ 及 び 配 管 の 脱 落 を 防 止 す る こ と が 可 能 で 、 し か  
も 部 品 点 数 や 作 業 工 程 も 少 な く す る こ と が で き る 配 管 支 持 架 台 の 提 供 を 目 的 と す る も の で  
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す べ く 本 発 明 に お け る 第 １ の 手 段 は 、 チ ャ ン ネ ル 材 に て 形 成 さ れ た 架  
台 本 体 １ の リ ッ プ 部 ２ 内 側 に 配 管 ク リ ッ プ １ ０ の 係 止 端 部 １ １ を 係 止 す る 配 管 支 持 用 の 支  
持 架 台 で あ っ て 、 架 台 本 体 １ の 内 側 面 に 脱 落 防 止 突 起 ４ を 突 設 し 、 配 管 ク リ ッ プ １ ０ の 係  
止 端 部 １ １ が リ ッ プ 部 ２ か ら 外 れ た 際 に 、 係 止 端 部 １ １ が 脱 落 防 止 突 起 ４ に 係 止 す る よ う  
に 構 成 し た こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ の 手 段 の 前 記 脱 落 防 止 突 起 ４ は 、 横 引 き 配 管 を 支 持 す る 前 記 配 管 ク リ ッ プ １ ０ に 近  
接 す る 下 方 に 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ３ の 手 段 の 前 記 脱 落 防 止 突 起 ４ は 、 前 記 架 台 本 体 １ の 側 面 を 内 側 に 向 け て 切 り 起 こ し  
て 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の ご と く 、 架 台 本 体 １ の 内 側 面 に 、 配 管 ク リ ッ プ １ ０ の 係 止 端 部 １ １ が リ ッ プ 部  
２ か ら 外 れ た 際 に 係 止 端 部 １ １ の 脱 落 を 防 止 す る 脱 落 防 止 突 起 ４ を 突 設 し た こ と に よ り 、  
配 管 ク リ ッ プ を ボ ル ト 止 め し た ボ ル ト に 緩 み が 生 じ て も 、 配 管 の 脱 落 を 防 止 す る こ と が で  
き る 。 し か も 、 従 来 の 工 法 に 比 べ て 部 品 点 数 や 作 業 工 程 も 少 な く す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 結 果 、 特 に 、 ト ン ネ ル 入 り 口 の 配 管 支 持 や 橋 梁 の 設 備 照 明 機 器 用 の 配 管 支 持 、 あ る  
い は 道 路 の イ ン フ ラ 関 係 の 配 管 支 持 な ど 、 振 動 の 多 い 環 境 で の 配 管 支 持 に 極 め て 好 適 で あ  
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 使 用 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 使 用 状 態 を 示 す 側 断 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 使 用 状 態 を 示 す 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 使 用 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 配 管 支 持 架 台 は 、 例 え ば 、 ト ン ネ ル 入 り 口 の 配 管 支 持 や 道 路 の イ ン フ ラ 関 係 の 配  
管 支 持 に 使 用 す る 際 に 、 チ ャ ン ネ ル 材 で 形 成 し た 架 台 本 体 １ に 配 管 ク リ ッ プ １ ０ で 配 管 Ｐ  
を 支 持 固 定 す る （ 図 ６ 参 照 ） 。 す な わ ち 、 チ ャ ン ネ ル 材 に て 形 成 さ れ た 架 台 本 体 １ の リ ッ  
プ 部 ２ 内 側 に 配 管 ク リ ッ プ １ ０ の 係 止 端 部 １ １ を 係 止 し て 配 管 Ｐ を 固 定 す る も の で あ る （  
図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 示 の 架 台 本 体 １ は 、 架 台 本 体 １ の リ ッ プ 部 ２ 内 側 に 沿 っ て 連 続 す る 係 止 突 起 ３ を 備 え  
て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 そ し て 、 こ の 係 止 突 起 ３ に 配 管 ク リ ッ プ １ ０ の 係 止 端 部 １ １ を 係 止  
す る よ う に 構 成 し た も の で あ る 。 こ の 係 止 突 起 ３ に よ り 係 止 端 部 １ １ の 係 止 強 度 を 高 め て  
い る 。



10

20

30

40

50

JP 2023-110152 A 2023.8.9(4)

【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 架 台 本 体 １ の 内 側 面 に 脱 落 防 止 突 起 ４ を 突 設 す る （ 図 ３ 参 照 ） 。 こ の よ う に 脱  
落 防 止 突 起 ４ を 架 台 本 体 １ の 内 側 に 向 け て 突 設 す る こ と で 、 配 管 Ｐ を 固 定 し て い る 配 管 ク  
リ ッ プ １ ０ の 係 止 端 部 １ １ が 仮 に 振 動 等 で リ ッ プ 部 ２ か ら 外 れ た 場 合 に 、 こ の 脱 落 防 止 突  
起 ４ に 係 止 端 部 １ １ が 係 止 し 、 配 管 Ｐ の 脱 落 を 防 止 す る 構 造 に な っ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 示 の 脱 落 防 止 突 起 ４ は 、 架 台 本 体 １ の 側 面 を 内 側 に 向 け て 切 り 起 こ し て 形 成 し て い る  
（ 図 １ 、 ２ 参 照 ） 。 こ の と き 、 架 台 本 体 １ の 対 向 す る 側 面 に 一 対 形 成 し て い る が 、 架 台 本  
体 １ の 底 板 や リ ッ プ 部 に 適 数 個 の 脱 落 防 止 突 起 ４ を 切 り 起 こ し て 形 成 す る こ と も 可 能 で あ  
る 。 更 に 脱 落 防 止 突 起 ４ は 、 係 止 端 部 １ １ の ど ち ら か 一 方 の 下 方 に あ れ ば よ く 、 そ の 範 囲  
内 で あ れ ば 配 管 Ｐ の 固 定 場 所 を 自 由 に 選 択 で き る 。 ま た 、 図 示 例 の 他 架 台 本 体 １ と は 別 体  
の 脱 落 防 止 突 起 ４ が 架 台 本 体 １ 内 側 に 突 出 す る よ う に 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 脱 落 防 止 突 起 ４ は 、 係 止 端 部 １ １ が リ ッ プ 部 ２ か ら 外 れ た 場 合 に 、 こ の 係 止 端 部 １  
１ が 脱 落 防 止 突 起 ４ に 係 止 す る 位 置 に 配 置 す る 。 そ の た め 、 脱 落 防 止 突 起 ４ の 配 置 位 置 は  
横 引 き 配 管 を 支 持 す る 配 管 ク リ ッ プ １ ０ に 近 接 す る 下 方 に 配 置 す る （ 図 ２ 参 照 ） 。 図 示 の  
脱 落 防 止 突 起 ４ は 、 配 管 ク リ ッ プ １ ０ の 上 下 の 係 止 端 部 １ １ の 外 側 に 配 置 し て い る （ 図 １  
参 照 ） 。 こ う す る こ と で 、 架 台 本 体 １ の 天 地 の 向 き が 逆 に な っ て も 、 常 に 配 管 ク リ ッ プ １  
０ に 近 接 す る 下 方 に 脱 落 防 止 突 起 ４ が 位 置 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 つ ま り 、 こ の 脱 落 防 止 突 起 ４ は 、 配 管 ク リ ッ プ １ ０ の 下 方 に 、 配 管 ク リ ッ プ １ ０ の 係 止  
端 部 １ １ が リ ッ プ 部 ２ か ら 外 れ た 場 合 に 係 止 端 部 １ １ が 係 止 す る 位 置 に 配 置 さ れ て お れ ば  
よ く 、 突 起 の 形 状 は 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 切 り 起 こ し の 向 き を 変 え た り 、 バ ー リ ン グ や  
エ ン ボ ス 等 に 変 え た り し て も 機 能 を 果 た す こ と は 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 更 に 、 架 台 本 体 １ は 配 管 Ｐ を 固 定 す る 数 に よ り 長 さ を 選 択 す る こ と が で き る 。 ま た 固 定  
す る 配 管 Ｐ の 数 に よ り 脱 落 防 止 突 起 ４ の 数 も 変 更 さ れ る 。 例 え ば １ 本 の 配 管 Ｐ を 固 定 す る  
場 合 、 配 管 ク リ ッ プ １ ０ の 各 係 止 端 部 １ １ の 外 側 の 位 置 に 形 成 し た ４ 個 の 脱 落 防 止 突 起 ４  
を 形 成 す る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 更 に 、 ２ 個 の 配 管 Ｐ を 固 定 す る 場 合 は 、 長 め の 架 台 本 体 １ に 合 計 ８ 個 の 脱 落 防 止 突 起 ４  
を 形 成 す る （ 図 ５ 参 照 ） 。 こ の よ う に 、 固 定 す る 配 管 Ｐ の 数 が 増 え る 場 合 は 、 使 用 す る 配  
管 ク リ ッ プ １ ０ の 数 に 合 わ せ て 、 架 台 本 体 １ の 長 さ や 脱 落 防 止 突 起 ４ の 数 を 調 整 す る こ と  
も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 天 井 や 壁 面 に 架 台 本 体 １ を 固 定 す る に は ア ン カ ー ボ ル ト ２ ０ を 使 用 す る （ 図 ３ 参 照 ） 。  
図 示 例 で は 、 架 台 本 体 １ に 開 穿 し た ボ ル ト 挿 通 孔 ５ に ア ン カ ー ボ ル ト ２ ０ を 挿 通 し 、 ゆ る  
み 止 め ナ ッ ト ２ １ と 皿 ば ね 座 金 ２ ２ を 使 用 し て 固 定 し て い る （ 図 ４ 、 ５ 参 照 ） 。 こ の よ う  
に 、 ゆ る み 止 め ナ ッ ト ２ １ と 皿 ば ね 座 金 ２ ２ と を 併 用 す る こ と で 、 二 重 落 下 防 止 の 対 策 が  
施 さ れ た 施 工 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 架 台 本 体 １ に 配 管 Ｐ を 固 定 す る 配 管 ク リ ッ プ １ ０ は 、 配 管 Ｐ を 挟 着 す る 一 対 の 挟  
着 片 １ ２ を 使 用 す る 一 般 的 な 配 管 ク リ ッ プ １ ０ で あ る （ 図 １ 参 照 ） 。 す な わ ち 、 挟 着 片 １  
２ の 一 端 部 に 、 リ ッ プ 部 ２ の 内 側 に 係 止 す る 鉤 形 状 の 係 止 端 部 １ １ を 備 え る と 共 に 、 挟 着  
片 １ ２ の 他 端 部 に 連 結 部 １ ３ を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 こ の 配 管 ク リ ッ プ １ ０ で 配 管 Ｐ を 固 定 す る に は 、 各 挟 着 片 １ ２ の 係 止 端 部 １ １  
を 架 台 本 体 １ の リ ッ プ 部 ２ 内 側 に 係 止 し 、 連 結 部 １ ３ 相 互 を 連 結 ボ ル ト １ ４ が ボ ル ト 止 め  
す る こ と で 配 管 Ｐ を 挟 着 し た 配 管 ク リ ッ プ １ ０ が 架 台 本 体 １ に 固 定 さ れ る （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 本 発 明 支 持 架 台 は 、 道 路 や 橋 梁 等 の 屋 外 で 使 用 さ れ る こ と が 多 い （ 図 ６ 参 照 ） 。 し た が  
っ て 、 架 台 本 体 １ の 材 質 や 、 配 管 ク リ ッ プ １ ０ 、 ア ン カ ー ボ ル ト ２ ０ 等 の 材 質 は ス テ ン レ  
ス 等 の 耐 食 性 に 優 れ た 材 質 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 尚 、 本 発 明 の 各 構 成 は 図 示 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 架 台 本 体 １ や 配 管 ク リ ッ プ １  
０ の 形 状 、 あ る い は 脱 落 防 止 突 起 ４ の 形 状 や 数 、 構 成 、 大 き さ 等 は 、 本 発 明 の 要 旨 を 変 更  
し な い 範 囲 に お い て 設 計 変 更 は 自 由 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
Ｐ   配 管
１   架 台 本 体
２   リ ッ プ 部
３   係 止 突 起
４   脱 落 防 止 突 起
５   ボ ル ト 挿 通 孔
１ ０   配 管 ク リ ッ プ
１ １   係 止 端 部
１ ２   挟 着 片
１ ３   連 結 部
１ ４   連 結 ボ ル ト
２ ０   ア ン カ ー ボ ル ト
２ １   ゆ る み 止 め ナ ッ ト
２ ２   皿 ば ね 座 金
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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